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肝癌及び肝硬変の発生機転，肝硬変と肝州との関係を究|リl し，/] F1，'iiiO) 示JI 織学的分烈にも寄与するために，








組織学的に正常とみられる肝で測定を行い， 横路傑に核内 DNA 十fJ対量を 7Jミし， 縦時:般に絞数を示し
てヒストグラムに表わすと，各例共に DNA 相対値 (Arbitrary unit) が2.00前後に最高のピークを示し
次いで4.00"'5.00に第 2 のピークがみられ， 10.00附近に第 3 のピークを示す核を有する例もみられた。
染色体についての研究では， 染色体数が基本数の整数倍になっている時に， diploid , tetraploid , ocｭ
toploid 等と呼び，これを一括して polyploid と呼んで、いるが， これと現象的に同じ意味で， DNA 含
有量がある基本量の整数倍のものを， diploid , tetraploid , octoploid と呼んでいる。以後これに従って，
第一ピークは diploid ， 第二ピークは tetraploid，第三ピークは octoploid とみなし記載する。
正常肝細胞核における測定成績では，各例共に diploid の核が90%前後を占め，他の ploidy の核のみ
られない例もあった。 この結果は大黒鼠等の実験動物の肝で， tetraploid , octoploid の核が多数みられ
るのと， いささか趣きを異にしている。 叉この ploidy pattern は核容積と関係が深く， ploidy group 
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相互の DNA 量と核容積の聞には正の相関々係があり，共に整数倍の増加を示す。




輪状肝硬変では， polyploid の核の出現が多く， 特に肝細胞の再生が結節状に著明に起っている例で
は， tetraploid の核が増加している。胆汁性肝硬変と萎縮性肝硬変の初期とみられる症例では， tetrapｭ
loid の核が15%程度で， 正常肝より若干増加している程度にすぎない。 肝硬変の場合にも正常肝と同様




diploid 及び tetraploid の DNA 量を持つ核が多くみられ， diploid の核の数が他の倍以上あるものを
diploid type , tetraploid の核の数が，他の倍以上のものを tetraploid type , どちらも他の倍以上となら
ないものを di-tetraploid type として分類した。これを組織学的に Edmondson & Steiner に従って分類
して比較すると， diploid type の例はすべて E 型に属し， tetraploid type 及び di-tetraploid type は][，
W型が多くみられ， tetraploid の核の多い例では，細胞学的に悪性度が高いという結果を得fこ。叉乙の測
定例の初発症状が出てから死亡までの期聞を比較すると， diploid type のものは平均一年以上なのに対







肝硬変では再生の程度の強い肝で polyploid の核が多く出現しているが a現在盛んに再生をしていると





は diploid type の様に，正常肝と同じ量の DNA を有する例があるから， 核内 DNA の量的相違と発
癌との聞には関係がないと考えられる。 しかし癌細胞の異型性， 成熟度と ploidy pattern の聞には関係
が深く， diploid の DNA 量を有する核の多い例では，府細胞が正常肝細胞との類似性に富んでおり， pｭ
olyploid の核を多く持つ例では悪性度が高いと考えられる。
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腫場組織での DNA 量に関する多くの研究があるが未だ定説をみない。 これは細胞核に polyploid のあ
る事が原因している。そ乙で著者は，顕微分光測光法を用いて，肝府，肝硬変， J巨常肝の細胞核の DNA
量を細胞学的に定量し，その存在様式と組織学的所見との比較検討を試みた。
その結果，正常肝細胞核では各例共に diploid の核が90%前後を占め，活干の pOlyploid の核を認め，










核内 DNA の存在様式に関する細胞学的分析が完成し， 肝硬変の測定成績からは， polyploid の核を持
つ細胞の出現が肝臓の働きを強めようとする努力のあらわれであるということを推定し得た。
叉肝細胞癌での研究からは， DNA の量的相違が発癌と何ら関係がないという事と府細胞の具型性及び
成熟度が ploidy pattern と関係が深いという事が明らかにされた。
かくの如く本研究は腫場組織の細胞学的研究に示唆するところ大であると考える。
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